「ハリマオと新・移民時代」講演会
講師　坂本 信博（西日本新聞社報道センター総合デスク）

かつてマレーシアの邦字紙記者としてマレー半島で取材し、西日本新聞の北京特派員や報道センター総合デスクを務めた坂本信博記者が、ハリマオや現代中国、福岡で急増する外国人労働者などについて語ります。

日時：2025年8月11日(月・祝)13：30～（開場30分前）
会場：福岡市曰佐公民館（福岡市南区的場2丁目17-6）
＜アクセス＞
最寄りバス停　的場２丁目徒歩1分、下曰佐徒歩1分。
最寄り駅　井尻 約20分
入場無料

主催：下曰佐自治会
連絡先：092-581-6352（NPO法人博多映画道場）

坂本 信博（さかもと のぶひろ）プロフィール
福岡県福岡市出身。1995年、創価大学法学部卒業。在学中はマラヤ大学に2年間留学。また落語研究会では部長を務め、国連研究会の創設にも参加した。落語研究会の後輩にエレキコミック、ナイツがいる。マレーシアの邦字紙記者、商社勤務を経て、1999年に西日本新聞社入社。
長崎総局や宗像支局、社会部、東京支社報道部、クロスメディア報道部、中国総局長（北京特派員）などを経て社会部次長。2018年に「あなたの特命取材班」を創設し、ローカルメディア連携を拡大。医療や教育、安全保障、子どもの貧困、外国人労働者、中国新疆ウイグル自治区の人権状況などを巡る問題を取材し、調査報道に従事。
TNCテレビの福岡NEWSファイルCUBEレギュラーコメンテーターを務める。
落語好き。特技は蟷螂拳と中国茶藝。

「ハリマオと新 移民時代」講演会	facebookイベントページ
https://www.facebook.com/events/683651804497034

*****************************************************************************************

＜令和7年度第62回福岡市民芸術祭参加作品＞
◆終戦80年特別公演
演劇「シン・ハリマオ」
2025年10月11日(土)/10月12日(日)
会場：さざんぴあ博多・多目的ホール（福岡市博多区南本町2丁目3-1）
主催/連絡先：NPO法人博多映画道場（092-581-6352）
